
こ
れ
ま
で
の
取
組

　
「
郷
土
の
森
」と
は
、
地
域
の
自

然
・
文
化
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の

森
林
の
保
存
を
目
的
に
、
市
町
村

と
保
存
協
定
を
結
び
、
適
切
な
保

全
・
管
理
を
行
う
保
護
林
で
す
。

こ
れ
ま
で
四
国
森
林
管
理
局
で
は

「
郷
土
の
森
」と
し
て
、
六
箇
所
、

一
二
四
．
一
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
設
定

し
て
き
て
お
り
、
今
回
は
、
平
成

二
二
年
度
か
ら
の
取
組
を
紹
介
し

ま
す
。

○
高
知
県
・
本
山
町

　
　

竜
り
ゅ
う
お
う
や
ま

王
山
郷
土
の
森

　

二
二
年
度
は
、
嶺
北
森
林
管
理

署
管
内
、
高
知
県
本
山
町
に
あ
る

竜り
ゅ
う
お
う
や
ま

王
山
国
有
林（
標
高
一
四
〇
〇

メ
ー
ト
ル
）に
お
い
て
、
本
山
町
と

保
存
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
の
森
は
吉
野
川
支
流
の

汗あ
せ
み
が
わ

見
川
上
流
に
位
置
し
、
樹
齢

二
百
年
生
の
ブ
ナ
や
ト
チ
ノ
キ
等

の
広
葉
樹
林
、
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
や
ア

ケ
ボ
ノ
ツ
ツ
ジ
等
の
花
木
類
が
生

育
す
る
と
と
も
に
、
ク
マ
タ
カ
な

ど
の
猛
禽
類
等
の
希
少
生
物
も
生

息
し
て
い
ま
す
。
こ
の
森
の
特
徴

の
一
つ
と
し
て
、
地
質
的
に
も
全

国
的
に
希
少
な「
紅こ
う

れ
ん
石
」の
巨

岩
が
見
ら
れ
、
大だ
い
ろ
と
う

露
頭（
※
）（
高

国有林野 事業の取組

四国森林管理局

　

四
国
森
林
管
理
局
が
管
理
経
営
す
る
国
有
林
野

は
約
一
八
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
四
国
の
国
土
面
積
の

一
〇
％
、
森
林
面
積
の
一
三
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

森
林
帯
区
分
で
み
る
と
、
暖
温
帯
林
か
ら
亜
寒

帯
林
ま
で
多
岐
に
わ
た
り
、
標
高
に
従
い
、
低
地

の
シ
イ
・
カ
シ
林
、
高
地
の
モ
ミ
・
ツ
ガ
林
、
ブ

ナ
林
、
シ
ラ
ベ
林
な
ど
多
様
な
森
林
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
様
な
国
有
林
の
特
色
を
生
か
し
て
、
四
国

森
林
管
理
局
で
は
、
保
護
林
の
一
つ
で
あ
る「
郷
土

の
森
」を
設
定
し
て
き
ま
し
た
。

▲天然杉の「大杉」（佐
さ き は ま

喜浜躍動天然杉郷土の森）

保護林（郷土の森）の設定

▲段
だん

ノ谷
たにやま

山天然杉「大杉」の下で（佐
さ き は ま

喜浜躍動天然杉郷土の森）

▲
花
盛
り
の
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
の
巨
木

　
（
津つ
し
だ
け

志
嶽
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
郷
土
の
森
）
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さ
五
十
ｍ
、
水
平
幅
三
八
六
ｍ
）と

な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

森
林
に
地
質
も
組
み
合
わ
せ
た
森

林
環
境
教
育
の
場
等
と
し
て
興
味

深
い
エ
リ
ア
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
山
町
で
は
今
後
の
取
組
と
し

て
、
遊
歩
道
の
整
備
や
天
然
記
念

物
の
指
定
に
向
け
て
の
取
組
な
ど
、

ま
た
、
自
然
資
源
を
活
か
し
た
情

報
発
信
や
自
然
の
生
態
系
観
察
、

森
林
学
習
等
の
場
と
し
て
活
用
す

る
こ
と
で
、
後
世
に
つ
な
が
る
地

域
づ
く
り
を
し
て
い
く
こ
と
と
し

て
お
り
、
今
後
の
積
極
的
な
取
組

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
露
頭
･
･
･
鉱
床
・
地
層
・
岩
石
が

　

地
表
に
露
出
し
た
所

○
津つ

し
だ
け

志
嶽
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
郷
土
の
森

　

二
三
年
度
は
、
徳
島
森
林
管
理

署
管
内
、
徳
島
県
つ
る
ぎ
町
に
あ

る
久
ひ
さ
し
や
ぶ藪

国
有
林（
山
頂
は
津つ

し

だ

け

志
嶽

一
四
九
四
メ
ー
ト
ル
）に
お
い
て
、

つ
る
ぎ
町
と
国
際
森
林
年
を
記
念

し
た
保
存
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

津
志
嶽
は
、
矢や
は
ず
や
ま

筈
山（
一
八
四
九

メ
ー
ト
ル
）を
盟
主
と
し
て
東
西
に

連
な
る
祖い

や谷
山さ

ん
け
い渓
の
東
端
に
位
置

し
、
ラ
ク
ダ
の
こ
ぶ
の
よ
う
な
特

異
な
山
容
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
古
く
か
ら
津
志
嶽
神
社
や

石い
し
づ
ち鉄
神
社
が
祀
ら
れ
、
信
仰
の
山

と
し
て
も
知
ら
れ
て
お
り
、
更
に
、

タ
ヌ
キ
伝
承
や
姥
捨
て
伝
説
も
今

に
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

郷
土
の
森
に
設
定
し
た
森
は
、

広
葉
樹
主
体
の
天
然
林
で
、
林
床

に
は
、
老
木
･
古
木
の
シ
ャ
ク
ナ

ゲ
群
落
を
形
成
し
て
お
り
、
こ
の

シ
ャ
ク
ナ
ゲ
は
高
齢
級（
推
定
樹
齢

百
年
～
四
百
年
）の
巨
木
が
多
く
全

国
的
に
希
少
な
た
め
、
平
成
十
二

年
に
地
元
の
旧
一い
ち
う
そ
ん

宇
村
に
よ
っ
て
天

然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

つ
る
ぎ
町
内
の
森
に
は
巨
樹
･
巨

木
が
多
く
生
育
し
て
お
り
、
こ
れ

ま
で
町
は「
巨
樹
大
国
」を
全
国
的

に
標
榜
し
て
き
て
い
ま
す
。
平
成

二
二
年
度
に
は「
第
二
三
回
巨
木
を

語
ろ
う
全
国
フ
ォ
ー
ラ
ム
つ
る
ぎ
大

会
」が
開
催
さ
れ
、
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
の

存
在
を
紹
介
し
た
と
こ
ろ
大
変
な

好
評
を
得
た
と
こ
ろ
で
す
。

最
近
の
取
組

　

本
年
度
は
、
一
〇
月
三
〇
日
に
、

安
芸
森
林
管
理
署
管
内
、
高
知

県
室
戸
市
佐さ
き
は
ま
ち
ょ
う

喜
浜
町
に
あ
る
段だ

ん

ノの

谷た
に
や
ま山
国
有
林
を
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク

認
定
記
念
の
森
と
し
て
、
室
戸
市

と「
佐
喜
浜
躍や
く
ど
う動
天
然
杉
郷
土
の

森
」を
設
定
す
る
保
存
協
定
を
締
結

し
ま
し
た
。

　

こ
の
森
は
、
室
戸
市
佐
喜
浜
町

の
佐
喜
浜
川
上
流
域
に
位
置
し
、

野の
ね
や
ま

根
山（
一
〇
八
三
メ
ー
ト
ル
）や
、

歴
史
的
・
文
化
的
遺
産
を
結
び
、

自
然
の
中
を
歩
い
て
こ
れ
ら
に
親

し
め
る
自
然
歩
道
で
あ
る
野
根
山

街
道
な
ど
、
数
多
く
の
自
然
や
歴

史
的
・
文
化
的
遺
産
が
多
く
残
っ

て
い
る
地
域
で
す
。

　

な
か
で
も
、
段
ノ
谷
山
の
登
山

道
周
辺
は
天
然
杉
の
巨
木
が
三
〇

本
以
上
も
分
布
し
て
お
り
、
幹
周

り
が
一
二
メ
ー
ト
ル
を
越
え
る
天
然

杉
な
ど
が
間
近
で
見
ら
れ
、
一
般
観

光
客
向
け
の
森
林
学
習
会
や
、
地

元
小
中
学
校
の
学
習
会
の
場
と
し

て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
に
は
室
戸
市
全
体

が
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
と
し
て
認
定

さ
れ
、
こ
の
エ
リ
ア
は「
大
地
と
生

態
系
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
見
ら

れ
る
場
所
」と
し
て
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
森
は
、
観
光
客
だ
け
で
な

く
、
地
元
住
民
の
方
々
か
ら
も
、

周
辺
の
自
然
資
源
や
文
化
・
歴
史

を
含
め「
郷
土
の
宝
」と
し
て
親
し

ま
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
室
戸
市
は
、
既
存
林
道
、

歩
道
等
の
維
持
管
理
、
登
山
者
用

の
ト
イ
レ
の
整
備
等
を
行
い
、
段

ノ
谷
山
周
辺
を
案
内
す
る
ガ
イ
ド
、

地
元
住
民
の
方
々
に
対
し
て
、
こ

の
地
の
生
態
系
・
歴
史
等
の
専
門

知
識
を
学
ぶ
た
め
の
場（
人
材
育
成

の
場
）と
し
て
の
活
用
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

最
後
に

　

今
後
、「
郷
土
の
森
」が
さ
ら
に

地
域
の
自
然
・
文
化
の
シ
ン
ボ
ル

と
し
て
、
地
元
住
民
や
一
般
市
民
の

方
々
の
森
林
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、

森
林
環
境
教
育
の
場
等
と
し
て
利

用
さ
れ
、
ま
た
、
地
域
振
興
へ
の
寄

与
と
な
る
よ
う
、
森
林
の
適
切
な

保
全
・
管
理
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

紅
こう

れん石の大露頭（高知県・本山町　竜
りゅうおうやま

王山郷土の森）

シャクナゲの巨木（幹廻り１ｍ）
（津志嶽シャクナゲ郷土の森）

郷土の森の案内看板前にて（津志嶽シャクナゲ郷土の森）

「佐
さ き は ま

喜浜躍動天然杉郷土の森」協定調印式

（佐
さ き は ま

喜浜躍動天然杉郷土の森）
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